
□第３５回腎癌研究会プログラム 

 

日 時：平成 20 年 4 月 26 日（土） 17:30～21:00 （※第 96 回日本泌尿器科学会総会 2 日目） 

場 所： パシフィコ横浜 5 階 小ホール （※第 96 回日本泌尿器科学会総会 第１１会場） 

主 題：「分子標的治療薬の時代を迎えて ‒欧米における新たな展開と本邦における治療成績-」 

 

 

           開会挨拶             

（17：30～17：35） 

 

 

 

           特別講演             

（17：35～18：35） 

「Robotic-Assisted Oncologic Renal Surgery」 

 

座長：内藤 誠二 （九州大学 泌尿器科）  

演者：Mark H Kawachi （City of Hope National Medical Center）  

共催：大日本住友製薬（株）   

 

  

 

            総会/休憩             

（18：35～18：55） 

 

 

           シンポジウム            

（18：55～20：55） 

「分子標的治療薬の時代を迎えて 

 ‒欧米における新たな展開と本邦における治療成績-」 

 

座長：大家 基嗣  （慶應義塾大学 泌尿器科）  

 

【講演】 

「COMBINATION THERAPY, DOSE-ESCALATION」 

David I Quinn  (University of Southern California)    

 



「NEOADJUVANT & ADJUVANT THERAPY」 

Brian I Rini      （Cleveland Clinic）              

  「SEQUENTIAL THERAPY」 

Michael B Atkins （Beth Israel Deaconess Medical Center） 

  「本邦における治療成績」 

    篠原 信雄    （北海道大学 泌尿器科）             

野々村 祝夫   （大阪大学 泌尿器科）            

 

   【症例検討】         

 

共催：バイエル薬品（株）、ファイザー（株）、ワイス（株） 

 

 

 

            閉会挨拶            

（20：55～21：00） 

 

 




